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1 ・Oμ．培地丙菌糸 も横壁な く不 規則な分岐 を行 い 巾O．5−−O．8μで あ る．

　以 上 に記載せ る氣菌糸 の 特徴 を別 圓の 如 く描喬圃並 び に 寫 眞 に よつ て示 す （設明後記 ）．

　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　考　　　　　稟

　本株は 氣菌糸 中 に long　straight なもの を含 ま ない の で 第 5 報 り の No ．240．第 6 報
1） の No ．254 とは全 く異

つ た歌貌 を 呈 し ， 3ζ第 3 報 り の 5．coelicotor ， 第 4報 1）の S．　viridochrOtnogenus に比 較 して も氣菌糸は波浪歌

の 程 度 が 少 し く高 く且 つ 單位 filamcritが 短 く螺旋體 の 形默 も異 る．螺旋體 の 駄貌ほ No ．240に 近 い が No．240に

比較 し て 短 く且 つ 蝸牛｝炭に 先端が 小 さ くな る場 合 が可 成 り多 い ．更 に 最も特徴的 と考えられ る螺旋體部 の 假軸状

分岐連 鑞と螺旋饐柄上部 の 灣曲は前報迄 の 4株 で は 全 く見出す こ とが出來なか つ た．こ の 螺旋鐙柄上部 の 殫曲 は

藻腴菌の CircineUa屬 を想趨 させ る こ とがあ る．

　家 に 放線状菌は 成熟後 と云えども風に よ る動揺に 對 して は 案外張靱な抵抗力 を示 し菌體が前後左右 に 可 成 り動

搖 し て も分裂 予 の 遽 瑣 は 容易に 崩 駿 す る もの で は 無 い ．所 が 成熟後 水 滴 に 接觸す る に 至 つ た 場 合や ， 又Z嫻 に 接

觸 した 儘 生長して 分裂 子 を 形成 した もの が水滴 の 移動 や 急速な乾燥等 に 依 つ て 水滴 に 急激な變化が 起つ た場合 ，

これ等 の 場合 に は分裂子の 邇鎖は極め て 簡單容易に 飛散して しま 5 もの で あ る．從つ て 菌叢表面 に水滴 を分泌 す

る如 き菌株 に あつ て は 形態究明に 際して 特に 注意 する必要がある と共に cover 　 culture 法 に よ る時濕度の 調節

に億 細心 の 配慮 が 肝要 で あ る．こ の 點 に 關 し て は 後報 に 於 て cover 　culture 法 の 補逍 を行 い 詳細報 告の 豫定 で

あ る．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　結 　 　 　　 　 語

　形 態 學的 に 前報迄 の 4株 とは全 く異つ た 1株 StrePtomyces　sSec ．　 No．190の 形態 に就 い て 記載した．

　本株の 氣菌糸は 波浪欣 不規則に 璽 曲 し基 部 では 單軸系分岐 を行 い 螺旋體 は氣菌糸 の 先端 又 は 未 端側枝と して形

成 され る．尚 お 螺旋鐙柄か ら假軸駄 に 分岐 して 更 に 螺旋豊 を形成 し更に 夊 こ の 分岐 が蓮綾 し て 繰 り返 えされ る結

果 螺旋鐙逋 鑞 を 形成す る こ とが多い ．又螺旋鐙柄の 上 部は嘆 々 彎曲す る．螺旋豊は 捲回數は 多 くない が單位環 の

相接す る極 め て compact な もの が 多 く且 つ 贋 々 蝸牛1伏を呈 す る．

　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　 附 　圖　観　明

　 A ， B ： 描薔圏，菌饐の 分岐並 び に 胞 子 形戒．

　 C ： 菌叢，低倍事 （約100倍） 撮影 ， 寫眞 内 尺度 1 目盛 （以 下 U と略 配 ）＝ 11．0μ．

　 D ，F ， G ，　H ； 菌叢の 部 分
・
的 擴大 ， 約450倍 に て 撮影，　 U 講2．5μ．

　 E ， J ， K ： spiral の 假 軸状分 岐 並 び に spiralphore の 彎曲を示 す ，　 U ＝2．5μ．

　 1 ： 單 軸 系 分 岐 の 一例，發 育 低 度 の 菌 體 ，U ＝・2．5u．

　 L ： spiral 形成部の 擴大 ， 假 軸状 分 岐並 び に spiralphore の 彎 曲 を示 す．約 1000倍 ｝二て 撮彫 ，　 U ＝ 1．1μ．

　M ，N ，0 ： 分裂子 形成後 の spiral
， 約1000倍に て撮影　U ＝1．1Pt．

　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　 丈 　　　　　献
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Bacitracin 及 び Fradiomycin の 理 化學 的性質 につ い て

林 　 輝 明 ・ 宮 下 隆 夫 ・兒 島千 枝子 ・石 井 智 子 （小 野 薬 品 工 叢 橡 式 曾 肚 ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 緒　　　　 雷
・
　　　　　　　　　　　 、

　Bacitracinは 1945年 JoHNsoNi）等 の 發見 にか s る もの で あ り，　 Fradiomycin は1949年 wAKsMltN2 ）
等 の

發見 した抗生物質 で あ る．Bacitracinの 化學的性質 に つ い て は INsKEEP3，，　CRAIG4）‘ BoND5 ）．　PoRATH6 ） 等

の 研究 が 有 り，Fradiomycin に關して は WAKsMAN7 ），　 DUTCHERs ），　 LEAC 朗 ）等 が報 告し て い る．兩 抗生物

質が 今般我國抗菌性物質製劑規準
10）に緻 せ られ る に當 り從來 の 文 献 に未載 の 2．3の 理 化學的性質に つ い て檢討
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した．特 に Bacitracin 及 び Fradiornycin の 安定 性．吸 濕 性 ，呈 色反懸，沈澱 反隰，ペ ーパ ーク Pt マ h グ ラ ム

に つ い て の 質驗結果 を報告する，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 質　臓 　之 　部

　 1．賢　瞼　方 　法

　（1） 供試 Bacitracin 及び Fradiomycin は PHIZER 瓧製 Bacitracin 粉末 （47units！cc ）及び HEYDEN 就

製 Fradiomycin 硫 酸鹽粉宋 （692mcgs （力價）！mg ） を使用した．

　〔2〕 Bacitracin，　 Bacitracin 軟膏及 び，　 Fradiomycin ，　 Fradiomycin 軟膏 の 力價檢 定 は 抗菌性物質製卿規準

に準 じて 行つ た．

　 1．蜜　驗　結 　果

　（1｝安　　定 　　性

　Bacitracin 及 び Fradiomycin を乾燥状態並びに軟膏と して 24ケ 月聞密閉容器中に室温 に保存し 2 ケ 月毎に そ

の一部 を と り力價 を 測定 した．赭
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Table 　l．The 　Stability　 of 　Bacitracin　and 　Fradiomycin　in
果 は 第 1表 に掲示す る如 く24 ケ 月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 th ¢ 　dry　state 　and 　their 　ointments ・
後 とうミえども夫 々 の 物質が非常な

安定性 を 有 して 居 り僅か に 誤差 範

團 の 力價滅 少 しか 見 られなか つ た．

　翁 Bacitracin軟膏及びFradi ・ ・

mycin 軟膏は 白色 ワ セ リ ン 19 當

り夫 々 100units，1000mcgs を含有

す る樣調製 した もの を使用した．

　次 に，Bacitracin・Fradiomycin

混合溶液｛ま鱇 獲蘯傾「溶液 （pH ＝ 7）

中に 夫 々 Bacit・ acin 　100unit ・fcc，
Fradiomycin 　500mcgs ！cc を 含有

す る如 く調 製 し10℃ に 保存 し Ba −

citracin 及 び Fradiomycin の 力

價 の 變動を測定 した ．櫞 は 第 1

表 の 如 くで 粍宋 腕態 に 比 し遙か に

不安 定性 を 示 し 6 日後 Baeitracin

は約25％，Fradiomycinは 10％ の

Badtracln （units ） Fradiomycin （mcgs ）storage 　 times
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Tablel ．　 The 　stability 　ofcomplex 　buffercd
solut 菫ons 　ofBac 三tracin 　and 　Fradiomycin ．

storage 　t置me

　 （days）
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力價減少を 示 した．

　（2〕 吸　　濕　　性

　Bacitracin 及 び Fradiomycin を關係 濕 度 100％，93％ ，

63％ の 密閉容器中に 保存 し箪量増加 〃測定 した．結果は 第 璽

Table 亘．　 Hygroscop 三c　properties　 of 　Bacitracin　and

　　　　 Fradiomycinincrease

　 of 　weights （％）

stQragC

　 tIme 　
齟

（dayS）

表 の 如 くで あ つ た．

なお關係濕慶 100 ％ は 密閉容器 の 底 部 1・ 　
1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2
水を， 93％は飽和 KNO8 永溶液を，同 じ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3
く｛B％は飽和 NH 斗NO3 水溶液を 入れて　 ＿＿

Bac… a… 　 1 ・・ad ・・m
・…

’nh

濫、綿 Fe　 l ’

噛 認
a

恕｝
e

… 矧 93％ 163％ 1… ％ 193％ 163％
24．07　　17．65　　 4．81

28．90　　 27．13　　　4．97

32．99　　 31．31　　　5．02

23．2125

．8032

．95

20．8224

．1431

．11

12．4112

．9613

．18
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29℃ に 保 つ て 調製 した．

　〔3） 呈色反應 及 び沈澱反應

　Bacitracin水溶液及 び Fradietnycin 水 溶 液 を 調 製 し呈 色 反 賻及 ひ 没澱反陰 を 蹟 瞼 し た ．呈色反 曄 は 第1▼表 の

如 くで あつ た．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Table　 IV．　Color　 reactions 　 Df 　thc 　 aqueous 　 solutions 　 of

又 Bacit「aci ・ は タ ン ニン 酸 　 　 　 　 　 B ・・1・… i・ and 　F ・。di。 my 。三。 ．
ピ ク リ ン 酸 ，Y イ ヤ ー議 ，　ヨ ー

ド試藥 に よつ て 沈澱 した．

　Fradiomycin ｛まピ ク リ ン 酸，ス

ル ホ ン 酸 ，　ラ イ ネ ツ う
’
試 藥 ｝こ よっ

て 沈澱 した．

　C4） ぺ P パ ーク ロ マ ト グ ラ A

　Bacitracin 及 び Fradiomycin

の ぺ 冖パ ーク ロ マ トグ ラ ム を 賢驗

した．試驗菌と し て｛よBacitracin

｛ま Mc 「OCOCCttS 　fiavuse’，　 Frad −

lomycm ｛t 　Bacillus　5π塘 〃s　219

を 俥用 した ．結 果 は 第 V表 に 示 し

た

color 　reactions

added 　 witb 　NaOH

added 　 with 　NH40H

added 　 with 　KMnO4

added 　 with 　 Br2

Biuret　 reaction

ninhydrin 　reaction

ADAMKIEWITZ 　 reaction

MILLON 　 reac 亡ion

MOLISCH 　 reaction

carbazole 　reaction

aqueous 　solutions 　of

Bacitracin Fradiomycin

yel】OWyellowdecolorized

Clecolorized

　　 （＋ ）

　　 （一）

　　 （＋ ）

　　 （＋ ）

　　 （＋ ）

　　 （一）
ト

　　　　（一．．）

　　　　（一）

slowly 　decolorized

　　　　（一）

　　　　（一）

　　　　（！
．
）

　　　　（一）

　　　　（一）

　　　　（＋ ）

　　　　（＋ ）

Tablc　 V．　 Paper 　 chromatogram 　 of 　Bacitracin　 and 　 Fradiomycin

solvents

water −butanol −acetic 　 acid （2 ：4 ：ユ）

water −butanol −methanel −methylorange （2 ：4 ：1 ： 1．5）

Rf　va 置ues 　 of

Ba・ ・・… 一 ・・ad ・・ m
・…

0 ．86

0 ．19

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総　　　　　括

　（1．｝ Bacitracin
，　Bacitracin 嗽膏及 び ，　 Fradiomycin ．　 Fradiomycin 軟膏は蜜 温 に 24 ケ 月間保存 して も力價

の 減 少 は 見 られ なか つ た．又 Bacitracin，　Fradiomycin 混合燐酸綏衝溶液 は 10℃ に 3 日間保存 し て も力價の 減

少 は 認め られ なか つ た．

　（2） Bacitracin 及び Fradiomycin の 吸濕試驗 を 行つ た．

　（3）Bacitracin は Biuret 反應 ，　 ADAMKEWITZ 反應 ，　 MILLON 反隲，　 MOLISCH 反 隲に 陽性 で 過 マ ン ガ

ン 酸 カ リ ，プ ロ ム 水 を 還 元 し た．叉 ダ ン ニ ン 酸 ，ピ ク リ ン 酸 ，マ イ ヤ ー試 藥 ， ヨ ード試 藥 に よつ て 沈澱 し た．

　Fradipmycin は MQLISH 反應・CARBAZOLE 反應・Ninhydrin 反躡 に 陽性 で ビ ク リ ン 酸 ，
ス ル ホ ン 酸 ，

’

ラ イネ ツ ケ 試藥 に よつ て 沈澱 した．

　C4） Bacitracin 及 び Fradiomycin の ’く・・一ベ ーク ロ マ t・グ ラ ム を 行つ ．た ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　交　　　　　献
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